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 要　　旨
　味覚は動物にとって重要な感覚の一つである。味の情報は主に５つの基本味（塩味、酸味、甘味、
苦味、うま味）からできているということが知られていが、味覚情報がどのようにコードされ、処
理されているのかは、まだはっきりわかっていない。
　味情報は、まず舌上の味蕾に存在する味細胞によって受容され、その情報は味神経を通じて後脳
の孤束核に送られるということがわかっている。孤束核はさまざまな味神経が投射している部位
で、そこでは、まず味神経から伝えられた味情報がどの基本味に属しているのか、大まかな分類が
すばやくなされると考えられる。
　本研究では味の質や濃度の情報が、孤束核におけるスパイク発火の時空間的なパターンとして
どのようにコードされるのかについて、味神経と孤束核のモデルを作成し、コンピュータシミュレ
ーションによって調べることを目的とした。
　まず味細胞に濃度や味質を変化させた味刺激を与え、味神経モデルを用いてその応答を調べた。
その結果、味神経は味刺激を phasic response と tonic response という２つの時間的特性が異なる応答
へ分離する役割を持つということがわかった。
　次に孤束核のモデルに関してその応答を調べた。弧束核では特定の味質のみによく応答する
mono-sensitive neuron と、複数の味質が混ざった混合味の味刺激によく応答する multi-sensitive 
neuron が空間的に分かれて存在している。それぞれのニューロンに対して応答を調べた結果、
mono-sensitive neuron では phasic response に応答し、γ リズムによるスパイク同期と、抑制ニューロ
ンによるフィードバックによって、すばやく味質の情報をコードすることがわかった。また multi-
sensitive neuron では、phasic response と tonic response の両方の入力に対して持続的に応答し、味質の
混合比に依存してさまざまな時空間パターンを示した。このことは、その発火の時空間パターンの
相関から、濃度の微妙な差異や混合味識別のための新しい座標表現などに寄与することが考えら
れる。
　本研究は味の質や濃度の情報が味神経や弧束核において、どのような情報として表現されてい
るのか、また、その表現に時間的コーディングがどのように関与しているのかについて重要な知見
を与えるものである。
